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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　押鍵に伴ってハンマーを突き上げ、回動させるジャックを、離鍵状態において所定の静
止位置に静止させるアップライトピアノのジャック静止装置であって、
　不動の静止部材と、
　当該静止部材に設けられ、離鍵に伴って復帰回動する前記ジャックを係止することによ
って、前記所定の静止位置に静止させるストッパと、
を備えていることを特徴とするアップライトピアノのジャック静止装置。
【請求項２】
　前記ストッパは、前記ジャックと面接触する接触面を有していることを特徴とする請求
項１に記載のアップライトピアノのジャック静止装置。
【請求項３】
　前記静止部材はセンターレールであることを特徴とする請求項１または２に記載のアッ
プライトピアノのジャック静止装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、押鍵に伴ってハンマーを突き上げ、回動させるジャックを、離鍵状態におい
て所定の静止位置に静止させるアップライトピアノのジャック静止装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　特許文献１に開示されているように、従来のアップライトピアノでは、バットやハンマ
ーなどで構成されたハンマー組立て品が回動自在に設けられている。バットの前面の下端
部にはバットフェルトが設けられており、このバットフェルトは、通常、柔軟性を有する
羊毛のフェルトで構成され、ブロック状に形成されている。離鍵状態においては、回動自
在のジャックがバットに下方から係合し、これを支持するとともに、ジャックの上端部の
角部がバットフェルトの前面に傾いた状態で当接している。また、ハンマー組立て品は、
バットスプリングによって、離鍵位置側に付勢されている。このため、ハンマー組立て品
は、その重さやバットスプリングのばね力がジャックの支持力とバランスした状態で、静
止するとともに、このときのジャックの静止位置は、バットフェルトの厚さによって規定
される。
【０００３】
　鍵が押鍵されると、鍵によってウィッペンが突き上げられ、ジャックは、ウィッペンと
一緒に上方に移動し、ハンマー組立て品を突き上げる。その途中で、ジャックの基部がレ
ギュレティングボタンに当接することによって、ジャックはウィッペンに対して回動し、
ジャックのハンマー突上げ部がバットから前方に離脱し（レットオフ）、その直後にハン
マーが弦を打弦することによって、ピアノ音が発生する。
【０００４】
　鍵が離鍵されると、ジャックは、ウィッペンとともに下方に移動するのに伴い、ジャッ
クスプリングによって押鍵時と逆方向に回動する。そして、ハンマー突上げ部が、復帰回
動したバットのバットフェルトに強く当接することにより、ジャックの回動が規制される
。ジャックが当接したときの衝撃は、バットフェルトによって緩和される。
【０００５】
　しかし、上述したアップライトピアノでは、離鍵時に復帰回動するジャックがバットフ
ェルトに傾いた状態で強く当接し、この当接部位にジャックからの荷重が集中して作用す
るので、そのような当接が反復して行われることによって、バットフェルトの弾性が次第
に失われ、圧縮変形した状態のまま復元しなくなってしまう。また、前述したように、ジ
ャックの静止位置は、バットフェルトによって規定されるので、その厚さが圧縮変形によ
って小さくなると、それに応じて、ジャックの静止位置が適正位置に対して奥側にずれて
しまう。それにより、鍵のタッチ感が変化したり、レットオフのタイミングが変化するこ
とで連打性に悪影響を及ぼしたりする結果、タッチコントロールに支障をきたすおそれが
ある。また、前述したように、ハンマー組立て品の静止位置は、バットスプリングのばね
力などの影響を受けるので、例えばバットスプリングのばね力のばらつきや経時変化など
により、ハンマー組立て品の静止位置が変化した場合には、それに伴ってジャックの静止
位置がやはり適正位置からずれてしまう。
【０００６】
　本発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、ジャックの静止位
置を適正位置に保つことにより、ジャックおよびハンマーの適正な動作を確保でき、それ
により、鍵のタッチ感や連打性などを良好に維持することができるアップライトピアノの
ジャック静止装置を提供することを目的としている。
【０００７】
【特許文献１】特開平５－３２３９５３号公報
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するために、本発明の請求項１に係る発明は、押鍵に伴ってハンマー
を突き上げ、回動させるジャックを、離鍵状態において所定の静止位置に静止させるアッ
プライトピアノのジャック静止装置であって、不動の静止部材と、静止部材に設けられ、
離鍵に伴って復帰回動するジャックを係止することによって、所定の静止位置に静止させ
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るストッパと、を備えていることを特徴とする。
【０００９】
　このアップライトピアノのジャック静止装置によれば、ジャックは、離鍵に伴って復帰
回動する際に、不動の静止部材に設けられたストッパに係止され、それにより、所定の静
止位置に静止する。このように、不動の静止部材に設けたストッパによってジャックを静
止させるので、従来のように、回動可能なバットのバットフェルトで静止させる場合より
も、ジャックを所定の静止位置に精度良く位置決めし、静止させることができる。その結
果、ジャックの静止位置が適正位置に保たれるので、ジャックおよびハンマーの適正な動
作を確保でき、それにより、鍵のタッチ感や連打性などを良好に維持することができる。
【００１０】
　請求項２に係る発明は、請求項１に記載のアップライトピアノのジャック静止装置にお
いて、ストッパは、ジャックと面接触する接触面を有していることを特徴とする。
【００１１】
　この構成によれば、ジャックがストッパの接触面に面接触するので、そのときにジャッ
クからストッパに作用する荷重が、ストッパの接触面全体に均等に分散される。したがっ
て、ストッパの厚さの変化を抑制でき、それにより、ジャックの静止位置を長期間、適正
位置に保つことができる。
【００１２】
　請求項３に係る発明は、請求項１または２に記載のアップライトピアノのジャック静止
装置において、静止部材はセンターレールであることを特徴とする。
【００１３】
　この構成によれば、ストッパはセンターレールに設けられている。センターレールは、
アップライトピアノに通常、設けられるものであり、ジャックの後方に隣接して固定され
ている。したがって、不動であるという静止部材の条件を満たしながら、ストッパを適切
に設置することができる。また、既存のセンターレールを静止部材として兼用することに
よって、別個の静止部材は不要になるので、製造コストを削減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の好ましい実施形態を、図面を参照しながら詳細に説明する。図１は、本
発明を適用したアップライトピアノのアクション１、鍵盤２およびハンマー３などを、離
鍵状態において示している。なお、以下の説明では、演奏者側から見たときのアップライ
トピアノの手前側を「前」、奥側を「後」として説明する。
【００１５】
　鍵盤２は、アップライトピアノの左右方向に並んだ多数の鍵２ａ（１つのみ図示）によ
って構成されている。また、各鍵２ａは、前後方向（図１の左右方向）に延び、その中央
において、棚板（図示せず）上の筬５に立設されたバランスピン５ａに回動自在に支持さ
れている。また、筬５の後方にはバックレール６が設けられており、各鍵２ａの後端部は
、このバックレール６に載置されている。
【００１６】
　棚板の左右の端部には、アクションブラケット（図示せず）がそれぞれ設けられている
。アクション１は、鍵盤２の後端部の上方に配置され、両アクションブラケットの間に設
けられている。アクション１は、ウィッペン１１、ジャック１３およびバット１５などを
有しており、これらは、鍵２ａごとに設けられている（いずれも１つのみ図示）。
【００１７】
　左右のアクションブラケットの間には、センターレール２９（静止部材）およびハンマ
ーレール３０などが渡されている。センターレール２９は、例えばアルミニウムの押出し
成形品で構成され、所定の一定の断面形状を有しており、左右のアクションブラケットに
固定されている。また、このセンターレール２９の下端部にはウィッペンフレンジ１２が
、上端部にはバットフレンジ１７およびダンパーフレンジ２８が、それぞれ鍵２ａごとに
ねじ止めされている（いずれも１つのみ図示）。ウィッペン１１は、後端部において、ウ
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ィッペンフレンジ１２に回動自在に支持されている。また、バット１５は、ハンマー３な
どとともにハンマー組立て品４を一体に構成しており、その下端部において、バットフレ
ンジ１７にセンターピン１５ｄを介して回動自在に支持されている。
【００１８】
　ウィッペン１１は、例えば合成樹脂によって所定の形状に形成されており、その前部か
ら下方に突出するヒール部１１ａを有し、対応する鍵２ａの後端部に設けたキャプスタン
ボタン２ｂに、ヒール部１１ａを介して載置されている。また、ウィッペン１１の上面前
端部には、バックチェックワイヤ１８ａが立設されており、その先端部にバックチェック
１８が取り付けられている。また、ウィッペン１１の上面の後端部には、後述するダンパ
ー２５を駆動するためのスプーン１９が立設されている。
【００１９】
　ジャック１３は、例えば合成樹脂の成形品で構成されており、前後方向に延びる基部１
３ａと、基部１３ａの後端部から上方に延びるハンマー突上げ部１３ｂを有している。ジ
ャック１３は、その基部１３ａとハンマー突上げ部１３ｂとの角部において、ウィッペン
１１の中央に、ピン状の支点１３ｃを介して回動自在に支持されている。また、基部１３
ａとウィッペン１１の間には、コイルばねで構成されたジャックスプリング１４が設けら
れている。
【００２０】
　また、図２に示すように、センターレール２９の前面には、バットフレンジ１７のすぐ
下側の位置に、ジャック１３ごとにストッパ３１が設けられている（１つのみ図示）。各
ストッパ３１は、ねじ部３１ａ、およびこれと一体の基部３１ｂを有しており、センター
レール２９にねじ部３１ａをねじ込むことによって取り付けられている。基部３１ｂは、
例えば円板状に形成され、隣接するストッパ３１と干渉しないような所定の径を有してい
る。基部３１ｂの前面には、フェルト３１ｃが例えば両面テープで貼り付けられている。
フェルト３１ｃは、基部３１ｂと同じ径の円板状に形成され、所定の厚さを有しており、
その前面が接触面３１ｄになっている。 センターレール２９へのストッパ３１の取付け
角度およびねじ込み量は、離鍵状態において、ジャック１３のハンマー突上げ部１３ｂの
後面がストッパ３１の接触面３１ｄに面接触するように、設定されている。本実施形態で
は、ストッパ３１は、センターレール２９に対して若干、傾いた状態で取り付けられてい
る。以上のようなセンターレール２９およびストッパ３１によって、本実施形態のジャッ
ク静止装置１０が構成されている
【００２１】
　また、センターレール２９には、複数のレギュレティングブラケット２１が、左右方向
に互いに間隔を隔てて設けられており（１つのみ図示）、各レギュレティングブラケット
２１は、それに対応する互いに隣接するストッパ３１，３１の間、およびジャック１３，
１３の間を通って前方に延びている。レギュレティングブラケット２１の前端部には、左
右方向に延びるレギュレティングレール２２が取り付けられており、その下面には、レギ
ュレティングボタン２０が、レギュレティングスクリュー２２ａによって鍵２ａごとに取
り付けられている。各レギュレティングボタン２０は、対応するジャック１３の基部１３
ａに上方から対向している。
【００２２】
　また、バット１５は、バット本体１５ａ、バットスキン１５ｂおよびバットフェルト１
６などを有している。バットフェルト１６は、バット本体１５ａの前面の下端部に貼り付
けられており、ブロック状に形成されている。また、バットスキン１５ｂは、バットフェ
ルト１６の上側に隣接し、バット本体１５ａに貼り付けられている。また、バット本体１
５ａは、例えば合成樹脂で構成され、所定の形状を有し、センターピン１５ｄを介してバ
ットフレンジ１７に回動自在に取り付けられている。また、バット本体１５ａとバットフ
レンジ１７の間には、バットスプリング１５ｇが設けられており、それにより、ハンマー
組立て品４は、図１の時計方向に付勢されている。また、バット本体１５ａには、前方に
延びるキャッチャーシャンク２３ａが設けられており、その前端部にはキャッチャー２３
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が設けられていて、前方のバックチェック１８に対向している。
【００２３】
　ハンマー３は、各バット１５の上面に立設され、上方に延びるハンマーシャンク３ａ、
およびその上端部に設けられたハンマーヘッド３ｂを有しており、ハンマーヘッド３ｂは
、後方に張られた弦Ｓに対向している。また、センターレール２９の後方には、ダンパー
２５が、鍵２ａごとにダンパーフレンジ２８に回動自在に取り付けられている。
【００２４】
　以上の構成により、ジャック１３は、離鍵状態においては、所定の静止位置に静止した
状態でハンマー組立て品４を支持している。この状態では、ジャック１３のハンマー突上
げ部１３ｂが、その後面の中央において、ストッパ３１の接触面３１ｄに面接触し、それ
により、ジャック１３はストッパ３１に係止されている。また、ハンマー突上げ部１３ｂ
の上面が、バット１５のバットスキン１５ｂの下面に係合するとともに、ハンマー突上げ
部１３ｂの上端部の角部が、バットフェルト１６の前面に当接している。
【００２５】
　以下、上述したアップライトピアノの押鍵の開始から終了までの一連の動作について説
明する。演奏者により、図１に示す離鍵状態から鍵２ａが押鍵されると、その後端部に載
置されたウィッペン１１は、鍵２ａによって突き上げられることにより、上方（反時計方
向）に回動する。このウィッペン１１の回動に伴い、ウィッペン１１に設けられたジャッ
ク１３などが一緒に上方に移動し、ハンマー組立て品４は、バット１５を介してジャック
１３のハンマー突上げ部１３ｂで突き上げられることにより、後方の弦Ｓに向かって反時
計方向に回動する。
【００２６】
　鍵２ａがさらに回動すると、ジャック１３の基部１３ａの前端部が、レギュレティング
ボタン２０に下方から当接することにより、ジャック１３は、上方への移動が阻止される
ことによって、ウィッペン１１に対して時計方向に回動する。そして、鍵２ａがさらに回
動したときに、ハンマー突上げ部１３ｂがバット１５から前方に外れ、ジャック１３がハ
ンマー組立て品４から離脱する（レットオフ）。その際、鍵２ａのタッチ重さからハンマ
ー組立て品４の重量分が失われ、タッチ重さが急激に減少することによって、演奏者にレ
ットオフ感が付与される。
【００２７】
　ハンマー組立て品４は、ジャック１３が離脱した後も慣性によって回動し、ハンマー３
が弦Ｓを打弦し、振動させることによって、ピアノ音を発生させる。そして、ハンマー組
立て品４は、弦Ｓの反発力と、バットスプリング１５ｇの付勢力によって、時計方向へ復
帰回動する。
【００２８】
　押鍵が終了し、鍵２ａが離鍵されるのに伴い、鍵２ａおよびアクション１などは、押鍵
時と逆方向に復帰回動する。具体的には、ウィッペン１１が復帰回動するのに伴い、ジャ
ック１３は、ウィッペン１１とともに下方に移動し、その途中で基部１３ａがレギュレテ
ィングボタン２０から外れるのに伴い、ジャックスプリング１４ｇの付勢力によって、反
時計方向に復帰回動する。
【００２９】
　一方、ハンマー組立て品４は、バットスプリング１５ｇの付勢力によって時計方向にさ
らに復帰回動する。その途中で、復帰回動中のジャック１３のハンマー突上げ部１３ｂが
、バット１５の下側に入り込むとともに、ハンマー突上げ部１３ｂの後面が、ストッパ３
１の接触面３１ｄに面接触状態で当接する。これにより、ジャック１３は、ストッパ３１
に係止され、最終的に静止位置に静止する。また、この状態では、ハンマー突上げ部１３
ｂの上端部が、バットフェルト１６の前面に当接している。
【００３０】
　以上のように、本実施形態によれば、ジャック１３が復帰回動する際に、不動のセンタ
ーレール２９に設けたストッパ３１でジャック１３を係止し、静止させるので、従来のよ
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うに、回動可能なバット１５のバットフェルト１６で静止させる場合よりも、ジャック１
３を所定の静止位置に精度良く位置決めし、静止させることができる。その結果、ジャッ
ク１３の静止位置が適正位置に保たれるので、ジャック１３およびハンマー３の適正な動
作を確保でき、それにより、鍵２ａのタッチ感や連打性などを良好に維持することができ
る。
【００３１】
　また、ジャック１３のハンマー突上げ部１３ｂがストッパ３１の接触面３１ｄに面接触
するので、そのときにジャック１３からストッパ３１に作用する荷重が、ストッパ３１の
接触面３１ｄ全体に均等に分散される。それにより、ストッパ３１の厚さの変化を抑制で
きる結果、ジャック１３の静止位置を長期間、適正位置に保つことができる。
【００３２】
　また、センターレール２９は、ジャック１３の後方に隣接して配置されている。したが
って、このようなセンターレール２９を利用することにより、不動であるという静止部材
の条件を満たしながら、ストッパ３１を適切に設置することができる。また、既存のセン
ターレール２９を静止部材として兼用することにより、別個の静止部材は不要になるので
、製造コストを削減することができる。
【００３３】
　また、ストッパ３１は、鍵２ａごとに設けられるとともに、センターレール２９へのね
じ込みによって取り付けられている。したがって、ストッパ３１のねじ込み量を調整する
ことにより、ストッパ３１の前後方向の位置を微調整でき、それにより、ジャック１３の
静止位置を、鍵２ａの良好なタッチ感や連打性を得ることができる最適な位置に鍵２ａご
とにきめ細かく設定することができる。また、ジャック１３が柔軟性を有するストッパ３
１のフェルト３１ｃに当接するので、この当接時の衝撃を十分、緩和できるとともに、雑
音の発生を抑制することができる。
【００３４】
　なお、本発明は、上述した実施形態に限定されることなく、種々の態様で実施すること
ができる。例えば、実施形態では、ジャック１３が当接するストッパ３１の部位にフェル
トを用いているが、フェルトに代えて、他の適当な任意の材料を採用することができる。
例えば、柔軟性に加えて、湿度変化や繰り返し作用するジャック１３からの反復荷重に対
しての寸法安定性や耐摩耗性を有する材料、例えば、フッ素樹脂の繊維などの化学繊維を
用いることが好ましく、それにより、ストッパ３１の厚さの変化をさらに抑制でき、ジャ
ック１３の静止位置を、より長期間、適正位置に保つことができる。
【００３５】
　また、実施形態では、ストッパ３１を鍵２ａごとに設けたが、例えば左右方向に延びる
ストッパをすべての鍵２ａに対して、あるいは複数の鍵２ａごとに設けてもよい。その他
、細部の構成を、本発明の趣旨の範囲内で適宜、変更することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明によるジャック静止装置を適用したアップライトピアノの鍵盤、アクショ
ンおよびハンマーなどを、離鍵状態において示す側面図である。
【図２】図１のジャックおよびジャック静止装置などを示す部分拡大側面図である。
【符号の説明】
【００３７】
　　２ａ　鍵
　　３　　ハンマー
　１３　　ジャック
　１０　　ジャック静止装置
　２９　　センターレール（静止部材）
　３１　　ストッパ
　３１ｄ　接触面
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